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第３８１回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ７番 １ ＬＥＤの活用について 市 長
山 田 裕 一 ＬＥＤには、消費電力が少ない、寿命が長い、蛍光

灯と違い水銀など有害物質が含まれていないといった
特徴がある。庁舎内照明器具や、街路灯、防犯灯また
道路照明灯のＬＥＤ化によって環境に優しい低コスト
な公共サービスを提供出来ると思うがいかがか。市長
の所見を伺う。

２ 学校給食センターの今後の方向性について 市 長
昭和58年４月、本市学校給食センター（総工費3億
3,000万円、調理能力１日6,000食）が完成し、当時の
市内小中学校１６校と八宮分校に完全給食の供給を開
始。本年４月１日現在、本市小中学校に通学している
児童・生徒数が約2,900名となっている。本年度予算
において職員人件費を除いた学校給食センター運営費
には、約2億6,700万円が計上されている。また、補正
予算でも老朽化した施設のメンテナンス等にかなりの
補正額が計上されている。このような現状から今後の
学校給食センター運営をどのように考えていくのか。
市長の所見を伺う。

２ ９番 １ 市民の健康づくりについて 市 長
佐久間 儀 郎 先ごろ２００７年度国民医療費が過去最高の記録と

いう報道がありました。あらためて医療費の抑制、適
正化問題は、本市にとっても大きな行政課題と想起し
ます。
資料の「白石市国民健康保険における医療費（保険
給付費）伸びの要因について」では、『本市は、生活
習慣病の割合が男女ともに高く、これらの病気が進行
することで心臓病、腎臓病といった高額な医療費を要
する病気に発展して、入院日数及び医療費の増加に大
きな影響を与えている』と分析しています。従って、
行政の役割としては、国保会計の財政健全化を図るた
め不断の努力は欠かせないことです。そうした見地だ
けでなく、市民一人ひとりが健康への認識、自覚を高
めていただくことと、罹患しにくい、病気を予防する
ための施策が強く行政に要請されていると考えますの
で、市民の健康づくりについて、いくつか市長に伺い
ます。
１）市民の健康増進、市民の健康を第一に考える、ま
ちづくりについての所信。２）健康センターのほかに
本庁舎ロビーにも血圧測定器を備えてみてはどうか。
３）制度改正により、生活習慣病の予防を目的とした
特定健康診査と特定保健指導が２０年度から始まった
が、前年度よりも受診率、保健指導実施率を高めるた
めの方策、今後の計画。また、各種のがん検診につい
ても受診率を高めるための取組みをどうされたのかそ
の実際をお知らせいただき、そして、当年度以降の計
画をお示しください。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ １番 １ 「深谷工業団地の造成」について 市 長
沼 倉 昭 仁 いま、全国的な傾向として、長期保有土地、いわゆ

る「塩漬け土地」が自治体共通の悩みとなっている。
市長は昨年の議会において、企業誘致政策の基本方
針として、これまでのオーダーメード方式から方向転
換し、新規の工業団地の造成を決断したと表明され、
今月中にその造成工事の手続きに入ることを今議会の
冒頭で行政報告された。
サブプライム問題による世界的金融危機の情勢を踏
まえながら、今すぐにこの工業団地造成を実施するに
足る進出企業があるのかどうか、それをもっと深く検
討して、それでもあるのであれば進める、そうした計
画性・採算性が、これからの地方自治には欠かせない
のではないのかとの主旨で質問する。
(1) 経済的な変化と企業の動向の実態をどのように把
握しているのか。
(2) 白石市に新たに進出しようという企業がどれほど
あるのか。
(3) もし立地されず、取得や造成費など金利負担があ
るとすれば、年間どれくらいの負担になるのか。

２ 「地元企業振興策」について 市 長
今月はじめの新聞によれば、宮城県内の景気動向は
１年半ぶりに持ち直し改善の動きに転じたと報じられ
た。
白石市の景気が厳しさを増している中で、市長は、
白石市の景気の浮揚策についてどのような対策を打っ
ているのか。
この問題は先ほどの「企業誘致政策」とセットで取
り上げる必要がある。企業を誘致して雇用がふえる、
税収がふえる、確かにそうした面があるが、しかし、
今回の企業誘致先行政策の反動で「地元企業の撤退・
倒産」の現状が省みられているのかどうか。
そこで、その実態を知るため、次の質問をする。
(1) 平成２０年度に白石市が発注した建設、建築、上
下水道工事の総額はいくらか。またそれは、平成２
０年度予算（補正を含む）の何割にあたるのか。
(2) 平成２０年度のその発注額は、市外企業・市内企
業それぞれの金額はいくらか。
(3) 市内経済を考え、その財源を有効活用するために
は、その資金の市内循環が大切であるが、高度な技
術力を要する特殊工事は別として、市内企業への優
先発注をどう考えているのか。
(4) 地元企業に仕事が回るよう、制限付一般競争入札
による細分化発注の考えはないのか。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

４ ４番 １ 税の収納対策について 市 長
吉 田 貞 子 (1) 現在の、当市の収納状況、滞納状況についての所

信を、伺います。
(2) 滞納者の実態は、どのように把握していますか。
それぞれの税について滞納件数を示してください。
滞納傾向を、お示しください。
(3) これまでの収納対策の効果を、数字を示して答弁
ください。
(4) 税滞納者に対する行政サービスの制限の設置基準
と内容、適用件数を、お示しください。また、この
うち福祉目的の事業は何件ありますか。憲法第２５
条との整合性をどう、お考えですか。
(5) 今後の収納対策について、見解を伺います。

５ ３番 １ 小規模特認校について 市 長
水 落 孝 子 小原小学校、中学校において、平成２０年度から小 教 育 長

規模特認校に指定され、平成２１年度教育方針の重点
事項に『小規模特認校による特色ある教育活動の展開
と就学の推進』と掲げられている。
そこで、次の点について伺う。
(1) 小規模特認校制度の中での、現状・成果・課題に
ついて。
(2) 通学時間・費用が障害になっているように見受け
られるが、助成の検討について。
(3) 特色ある教育活動の大きなものは小中一貫教育と
見受けられるが、その現状・成果・課題について。

６ １７番 １ 農業の活性化について 市 長
大 町 栄 信 (1) 農業経営の安定化を図るため活性化推進対策につ

いて伺う。
(2) 認定農業者、担い手、後継者への支援により白石
の特色ある農業支援について伺う。
(3) 耕作放棄地の解消を図り農地の再利用のための対
策について伺う。
(4) 地産地消の促進を図り農産物確保について現在の
対策について伺う。
(5) 今かなりの広域において、鳥獣の被害が増大して
いる。農作物を守り安定生産できる対策について伺
う。

７ ２番 １ 本県へのドクターヘリ設置の早急促進ついて 市 長
管 野 恭 子 “空飛ぶ救命室”と呼ばれるドクターヘリが全国で

着実に配備される中、本県においては未導入である。
本市には山間地、多雪地も多く存在しており、又災害
時も考慮すれば、早期の導入は市民の生命を守る上で
非常に重要であり、本市においても本県での導入に強
く積極的に働きかけるべきと考えるが見解を伺う。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

７ ２番 ２ 携帯電話通信エリアの拡大の働きかけについて 市 長
管 野 恭 子 携帯電話の利便性は事故、災害時にも、その効用は

大きいものがあるが、本市には一部通信エリア外地域
も存在している。小原上戸沢地区もその一つであるが
、当地区は本市への県外からの観光客をはじめとする
方々の通路になっており、事故発生時には民家の電話
を借りて対処の連絡を取らざるを得ない現状にある。
災害時、又、本市は観光の街として発展を望んでいる
見地からも、入口にあたるこの地区が一日も早く標記
エリア内に入れる様、関係事業団へ積極的に働きかけ
るべきと考えるが、見解を伺う。

８ ５番 １ 財政運営の安定的確保の為の自助努力の必要性に 市 長
沼 倉 啓 介 ついて

国県との係わりの中で市町村の様々な施策の実現が
図られている。
国民の政治へのストレスの高まりの中で政権交代が
なされ、それらの係わりも不透明さを増している。本
市も一般会計において実質単年度収支がマイナスとな
り、更に二町組合への負担、国保特会への追加繰出、
下水道会計等への繰出等の影響により経常収支比率も
悪化傾向を示し、財政構造の弾力性も硬直化を示して
いる。
まして前述の二町組合等の負担金の大幅な軽減の好
転の見通しも見えていない。
市としてのそれらへの係わりについて確固たる姿勢
等の必要性を感じざるを得ない。
財政運営の安定的確保の為に必要と思われるそれら
についてのお考えについて。

９ １０番 １ 若者の結婚問題について 市 長
大 野 栄 光 当市の数々の子育て支援、誕生支援策等が施策とし 教 育 長

て多くの市民に快く支持されております。しかし今こ
ういった施策の恩恵に与れない若者が大変多くなって
いる事に当市の将来を危惧している所であります。一
人でも多くの若者が結婚をし家庭を築き充実した人生
を送って頂き、社会に寄与してもらうべく出来うる限
りの支援策を行政は惜しむべきではないと思います。
また、これから成長し、若者となるべき子供達に小
学校、中学校時代の多感な時に折に触れ、結婚の大切
さ、人を好きになり子供が生まれそんな子供達が社会
を構築して行く事の大切さをしっかり指導し、学んで
もらう事も大事な事と思いますが市長のご所見をお伺
いいたします。

２ 夜間の延長保育と泊まり保育について 市 長
２点目は景気は底を打った、上昇傾向にあると政府
筋の機関はマスコミを通じ報じていますが、当市にと
ってはまだまだ実感が沸いてきません。
職安にあっては失職した人達の多さに雇用悪化で若
い女性の職場が狭まって、仕事を選ぶ事が出来ない。
ある仕事を何でもやりたいが子供がいるために、定時
の仕事しかできない。その職場すらも狭まっておりま
す。介護職や旅館サービス業などもやりたいが、夜、
子供を預ける施設が無い。そういった人達への夜間の
延長保育や泊まり保育の施設の新設等に市長のご所見
をお尋ねいたします。


